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クラブ会長標語         『  「 Let's Have Fun  」　 ～想いは家族の為に、行動は自分の為に！～』

クラブ会長：渡邉　　聡
国 際 会 長 主 題

 国際会長：Urlik Lauridsen
アジア地域会長：利根川　恵子

西 日 本 区 理 事  主 題 未来に灯そう（ともそう）希望の光　Let’ s illuminate the light of for the future 西日本区理事：深谷　聡

京 都 部 部 長 主 題 仲間を増やそう    Make more friends 京都部部長：武村　松一

「主はその腕で力を振るい、思い上がる者を打ち散らし、
権力ある者をその座から引き下ろし、身分の低い者を高く上げ、
飢えた人を良い物で満たし、富める者を空腹のまま追い返されます。」

今月の聖句 ルカによる福音書（新約聖書）1章51～53節

＊約 2000 年前、古代イスラエル。イエスを懐妊した母マリアの賛歌（Magnificat/ マニフィカート）として、今に伝えられています。

“Let’ s Your Light Shine Good Communication Is theempower 
 Cornerstone in every Cooperration”
　　　　　輝かそう、あなたの光を    良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である

アジア太平洋地域会長 
“Be the light for change Shine and empower through fellowship”
変革のための光となろう  親睦を通じて輝き、力を得よう
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京
都
ト
ゥ
ー
ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
ブ
リ
テ
ン
に
目
を
通
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
期
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
事
業
の
主
題
は
、『
多
様
性
・
寛
容
性
を
持
な
が
ら
、
ク
ラ

ブ
の
一
体
感
あ
る
流
動
性
を
も
楽
し
も
う
』
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

多
様
性
の
あ
る
組
織
は
、
寛
容
性
も
持
っ
て
い
ま
す
。
多
様
性
を
受
け
入

れ
た
組
織
に
は
寛
容
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
持
ち
な
が
ら
、
ク
ラ

ブ
で
の
気
付
き
や
求
め
を
理
解
し
合
い
、
移
ろ
う
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
Ｅ

Ｍ
Ｃ
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
ワ
イ
ズ
メ
ン
は
、
ワ
イ
ズ
ダ
ム
で

一
体
と
な
っ
て
い
る
限
り
、
そ
の
川
下
は
い
つ
の
時
も
同
じ
で
す
。

ま
た
、誰
も
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
場
を
作
り
、新
た
な
人
と
出
会
い
、

そ
し
て
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
そ
の
為
に
も
、
ク
ラ
ブ

内
に
お
い
て
、
常
に
【
①
体
制
や
現
状
を
把
握
し
、②
現
状
か
ら
個
性
を
確

認
し
、③
個
性
か
ら
価
値
や
欲
求
を
創
造
し
、④
価
値
や
欲
求
の
も
と
に
理

想
的
な
目
標
を
設
定
す
る
】
を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
問
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ブ
の
価
値
観
を
理
解
し
、
時
代
に

沿
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
繋
げ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
度
に
、
京
都
ブ
ラ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
・
沖
縄
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、

最
優
秀
ク
ラ
ブ
賞
を
獲
得
さ
れ
た
貴
ク
ラ
ブ
は
、
新
し
い
風
を
吹
か
す
こ

と
の
で
き
る
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
６
月
の
西
日
本
区
大
会
を
ホ
ス
ト
し
、
そ
の
２
年
後

に
は
、
古
田
裕
和
理
事
の
輩
出
に
伴
い
、
改
め
て
西
日
本
区
大
会
の
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
こ
と
は
『
目
標
を
設
定
し
、
許
容
し
、

そ
し
て
実
行
』
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
本
当
に
多
く
の
素
晴
ら
し
い
メ
ン

バ
ー
に
囲
ま
れ
た
ク
ラ
ブ
だ
と
、
感
心
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
期
の
１
年
は
、
渡
邉
聡
会
長
も
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
外
よ

り
内
を
見
つ
め
直
し
、
力
を
蓄
え
る
期
間
と
な
る
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
が
、

Ｅ
Ｍ
Ｃ
事
業
主
任
の
私
と
し
て
は
、

い
つ
で
も
新
た
に
仲
間
と
な
ら
れ

る
メ
ン
バ
ー
入
会
の
報
告
を
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
ク
ラ

ブ
の
更
な
る
飛
躍
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

 　

「ＥＭＣ事業主任の想い」
西日本区ＥＭＣ事業主任 大森夏彦



11 月 8 日、第２例会は ANA クラウンプラザホテルにて部長公式訪問例会
でした。
ゲスト・ビジターは
・京都ウィングクラブ　武村松一京都部部長
・京都ＺＥＲＯクラブ　山田維久仁京都部地域奉仕・環境主査
・京都めいぷるクラブ　藤井功輔京都部㏚委員長
・京都めいぷるクラブ　林正樹ワイズ
・京都ウエルクラブ　中村隆司ワイズ
たくさんの方々に参加していただきました。
アピールタイムでは、京都めいぷるクラブさんが 40 周年記念例会を 2024
年 3月 23 日にウェスティン都ホテル京都で開催される事をアピールされま
した。
そしてメインプログラム、今期の武村松一部長の主題は「仲間を増やそう！」
「Make　more　friends」
ワイズメンズクラブにおいて「奉仕活動」というのは必須ですが、この活
動を実施・継続していくには仲間を増やし、多様な考えのもと色んな方の
為になる事が重要になると述べられました。
私自身も、入会して 1 年が過ぎましたが、クラブの皆様と例会や会議で一
緒にいる時間が長くなり「仲間」という感覚が強まってきました。
仕事においても、スタッフの事を「仲間」だと思い接しているので、部長
の主題の「仲間を増やそう！」は素晴らしい事だと思います。
クラブ内においても、仕事においても、プライベートでも、仲間を増やし
ていこうと思います。
お忙しい中有難うございました。 京都トゥビーワイズ　佐藤ゆかり

11 月 8日（水）19:00～21:00
ANAクラウンプラザホテル京都

11 月第一例会
京都部部長公式訪問

秋も深まり山々の紅葉が綺麗な季節になってきましたね。
先日 11/18 日に来春のスマートボール補修ワークに向けてミーティングが行わ
れました。スマートボールは、私達が子供の頃から縁日などで親しんだもので、
メンバーの方々も童心に返り楽しい作業になりました。
今回の補修ワークのメンバーですが、会長の渡辺さんを初め、メインの木造作
に洪水製材所の洪水さん、本体塗装に大功塗装工業の慶一郎くん、盤面デザイン、
シート加工に木村工業の拓馬くん、そして金物製作に私 HOTMETALSOUP が
担当する事になりました。思えば皆さんその道のプロ集団！　『このメンバーで
家一軒建てれるなー！』　っと盛り上がっておりました。
このように、もの作りを生業とされる方がメンバーに多いのも私が入会した理
由の一つです。春の補修ワークで、普段もの作りをされていない方に完成する
喜びを経験して頂くことが今から楽しみです。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　京都トゥービークラブ　西川　恭史

11月 19 日　( 日 )
今回のワークは 12 年前に ToBe クラブが設置したウッドデッキのメンテナ
ンスをしました。雨ざらし状態で厳しい環境にも関わらず、高耐久木材を使
用していたので、ほとんど腐食していませんでした。
ただし、コケやカビでかなり汚れていたので、高圧洗浄機をする事になりま
した。林ワイズのプロ用のエンジン式洗浄機の威力は素晴らしく、木材の汚
れをきれいに取ることができました。
そして、ボロボロに割れていたタイル張りの階段を石職人新谷ワイズが、御
影石を貼ってくれて凄く豪華な階段に変身しました。
崩れかけていたウッドデッキ前の枕木階段も慣れない土木作業でしたが、安
全な階段に仕上がりました。皆さん筋肉痛大丈夫でしたか？
次回はペンキを塗るワークをメンバーで行う予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都トゥービークラブ　洪水浩巳

スマートボール補修ワーク

KYOTO TOBE

 

リトセンウッドデッキメンテナンスワーク

WOR K



ワイズデー～京都市動物園にて～

京都YMCAインターナショナル・チャリティーランに参加して

令和5年11月12日、ワイズデーが京都市動物園で開催されました。今回のワイズデーは、動物園
内でのサーキットクイズでした。大人になってからなかなか足を運ぶことはなかったですが、久
しぶりに動物園を訪れました。
入園すると、園内の様子は昔とは随分と変わっていました。施設が充実していることに驚きまし
たが、それ以上に感心したのは、動物たちの様子でした。悠然と動くゾウの姿や、トラの荒々し
い様子は、まるで昔の野生を忘れずにいるかのようでした。動物たちの生き方を見ていると、自
然の中での役割や工夫が伺え、生命の尊さを再確認するとともに、懐かしさと新たな発見をもた
らしてくれました。
今回は小さな子供たちとのふれあいも貴重な経験でした。子供たちはワクワク興奮しながらクイ
ズに取り組んでいました。私たちはゴリラに関するクイズを出題していました。子供たちは頭を
悩ませながらも、一生懸命考え、正解することに必死になっていました。私もその姿がほほえま
しく、ついつい正解に誘導したり、ほぼ正解を教えるに近いような場合もありました。すると子
供たちは大喜びするなど、こちらが想像していなかった喜びのリアクションを返してくれること
が多かったです。今回の経験で私が個人的に得たものは、「子供は自分の子供でなくても愛おし
い」ということです。
結びに、このような機会を提供してくれたYMCAには感謝しております。子供たちの笑顔を見る
ことができ、私も心が癒されました。今後もこのような機会が続くことを期待しています。

2023年11月26日（日）、障がいのある子どもたちのための第17回京都YMCAインターナショ
ナル・チャリティーラン2023に参加してきました。以前は鴨川河川敷で行われてきましたが、
コロナ禍を経て、現在は桂川河川敷にある嵐山東公園で行われています。今回は精鋭4人で参加
してきました。
トゥービークラブの担当は、参加者に参加賞品を渡すという重要なものです。昨年も同じ役割分
担でした。朝８時３０分に現地に集合して、参加賞品を袋詰めするという段取りでした。ところ
が、ハプニングその１。８時３０分に集合してみると、すでにYMCA職員によって袋詰めが終わ
っていたのです。集合した4人は仕事がなくなってしまい、外の仕事がないかYMCAに確認する
も、間に合っているとのこと。仕方なく、参加賞渡しの段取りを復習していました。
その時、ハプニングその２。元トゥービークラブの担当主事の藤尾さんから、人が足りないので
ゴールテープの担当をしてほしいとのお言葉。急遽トゥービークラブはゴールテープを持ってゴ
ールするランナーを迎えることになりました。なかなか緊張する役割でしたが、ゴールするラン
ナーを笑顔で迎えることができ、充実した時を過ごすことができました。
このように、（トゥービー的には）ハプニング続きの１日でしたが、最後のランナーをゴールテ
ープで迎えることができ、無事に役割を果たすことができました。めでたし。

京都トゥービー  舩越 大祐

京都トゥービー  松﨑 和彦

11 月 23日（木・祝）11:00～14:30
大阪道頓堀

11 月第二例会
ファミリー例会

11月第2例会はファミリー例会で大阪にて開催されました。
朝から家族で電車に乗って集合場所の道頓堀太左衛門橋へ。
数年ぶりの道頓堀は見たことないぐらいの外国人観光客に驚きながら太左衛門橋に到着。
船着場にて渡邊会長の挨拶で例会がはじまり、とんぼりリバークルーズを楽しみました。
初めて乗る船に息子と娘は大興奮！約20分間のクルージングを楽しみました。
それから徒歩にて道具屋筋へ、食品サンプル製作体験をさせてもらうデザインポケット
さんに到着しました。
道具屋筋は職人さんや商売人の方が多いイメージでしたが、何人もの観光客の方が食品
サンプルを買っていかれるのを見て少し驚きました。
そこから場所は変わり、案内されたのは町の公民館のようなところで食品サンプル製作
体験を楽しみました。大人も子どもも真剣に製作してる姿が印象的でした。
そこから道頓堀まで戻り、串カツ・すし たちばなさんで昼食、懇親会のあと現地解散で
した。企画、段取りなどをしていただいた馬場ドライバー委員長、本当にありがとうご
ざいました。メンバーの交流はもちろん、家族のいい思い出になりました！
そして帰り道に奇しくも同日オリックス、阪神の優勝パレードが開催されており、すご
い人の多さの中でしたが観覧する事ができました。
重ねていい思い出になりました。ありがとうございました！ 京都トゥービー  林　慶一郎



会　長
副会長

書　記

会　計

渡邉　　聡
松崎　和彦
山内   　哲
桶谷　雄一
宮田　雄輔
溝口　　誠

クラブオフィス：京都YMCA
住所 〒604-8083 京都府京都市中京区 三条通柳馬場東入中之町 2
電話 075-231-4388

YMCA NEWS

「市民クリスマス」1
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11 月第 2例会

11月第 1例会

   

例会出席

   

ニコニコ

11 月第１例会
11月第２例会 0円

17000 円

累計 　85,000 円

ナベのひとり言

50 歳を超えたら記憶力が格段に落ちる事を痛感している。少し
年下の友達から昔は良くからかわれたが、その友達も「そんな
こと言ったっけ！」と同じ事を言い始めている。 
とある TV番組の出演者が言っていた事だが、夫婦お互いが言っ
た事を忘れる事があってよく喧嘩をするらしい。最後はお互い
思い出せないので、このまま忘れよう！ってなるらしい。
これは解決なのか？諦めなのか？
と言う事で鍛えなくてはならないと、本を読み、考え事をメモ
にまとめるようにしているが、なかなか頭にはいらない。
そもそも　そのメモがどこかに行ってしまって探すのに苦労し
ている。
頭のメモリーが小さいので、何かを忘れる事で新しい事が覚え
られると自分に言い聞かせよう！
この先の人生はまだまだ長い…

京都トゥービークラブ・第２８期会長

  11 名
メネット    ：２名
コメット    ：４名
ゲスト    ：２名

19名

サポート先の障害者総合支援施設ひまわり園の秋のイベント『ひまわりフェスタ』が11月3日
（金）に４年ぶりに盛大に開催されました。メインステージでのパフォーマンスでお祭り気分
も盛り上がり…、模擬店、では自家製焼き立てパンやオリジナルクッキー等に長蛇の列でほど
なく完売…トゥービークラブはいつものようにスマートポールとストラックアウトと輪なげを
こども遊びコーナーに設けて、小さい子から大人まで大盛況…。コロナ禍によるブランクを吹
き飛ばすように、主催者（施設関係者の方々）もお客
さん（入所者のご家族や近隣のみなさん）もどちらも高揚感が高まっているのがよく伝わって
きて、楽しい気分を味わうことができました。おかげさまで親しく交流を楽しみ、有意義な時
間を過ごすことができました。ありがとうございました。(出席メンバー10名・コメット1名）
酒やけ？風邪気味？で大きい声も出なかったのですが、若者たちに交じって活動が出来て良い
経験になりました。

   

京都トゥービー　山内 哲

一般の方もご参加できます。ご家族、お友達で是非ご参加ください。
日　程：　12 月 22 日 ( 金 ) 18：30 ～ 21：00（予定） 
内　容：　京都大学交響楽団メンバーによるコンサート、クリスマスキャロリング 
場　所：　ウィングス京都 2階イベントホールおよび、京都ＹＭＣＡ近隣でキャロリング
入場料：　500 円
※タイムスケジュール、申込方法等、詳細は後日案内いたします。

お問合せ　　honbu@kyotoymca.org

乙訓ひまわり園『ひまわりフェスタ』報告

ゲスト    ：5 名

11 月 3日（金・祝）10：30 集合～ 15：00　主催：社会福祉法人向陵会

11 月 3 日（祝・金）ウェスティン都ホテル京都にて京都キャピタルワイズメンズクラブ設立 40 周年記念例会が開催され
ました。IBCの台北クラブをはじめ、全国から 220 名のメンバー・メネットが参加しました。
第一部では、開会宣言、開会点鐘、ワイズソング斉唱、開会祈祷、開会挨拶、来賓紹介、IBC・DBC 紹介、来賓ご祝辞、
メモリアルアワー、記念事業の紹介・贈呈、YMCAの歌斉唱、閉会点鐘と進行されました。
記念品の贈呈にあたり、事前に京都 YMCA から希望品のリストを受け取っておられたそうですが、実際に贈呈されたの
はそのリストにはなかったユンボが送られました。
キャピタルクラブさんがYMCAを支援するにあたりしっかりメンバーの皆さんで考えられた贈呈品だったと感じました。
第二部では 4Disabilities による記念コンサートが行われました。
4Disabilities は障がい者と健常者の相互理解を深めるため、日常で
感じた事や考えを、音楽を通して活動表現されている 4人グループです。
聴覚障がいの方にも伝わるように、手話とダンスを交えて披露されました。

第三部は杉山千絵カルテットによるオープニングライブで始まり、
多くのワイズメンとの交流の時間を楽しみました。

キャピタルクラブの皆さん、設立 40周年おめでとうございました。
設立 40周年記念例会実行委員会の皆さん、ご苦労様でした。

 　伊藤 剛

京都キャピタルクラブ設立４０周年記念例会報告 11 月 3日（祝・金）ウェスティン都ホテル京都


